
か

つ
や
ま

し

耗
書
県
勝
山
市
Λ

よヽ

ヽ
つ
一
〓
て
′
・

及
斜
〓
Ｆ
筆
っ
て
な
い
か
りヽ
ま
と
め
て
み
た

は

く
す

ん

Λ

口
せ

ん

げ

自

由
■百
呆
碁
ス
歴
史
編

平
泉
者
は
全
国
Ｆ
あ
ろ

自
由
神
れ
の
は
じ
よ
‐―

平
泉
奇
は
七

十
七
年
Ｌ
色
器

が

自

由
Ｆ
登

ろ
う

し
し
て
聞

い

た
前
。
光
の
か
た
わ
ら
で
新
っ

て
い
る
し
、
白
山
ハ
せ
神
が
現

れ
た
。
二
の
地
は
「
■
幕
″淑
レ

“
ギ
剰
ピ
Ｙ
呼
ば
れ
≡

ｔ́
中
暉

Ｆ
務

行
渚
の
た
め
の
宿

坊
、

自

由
ｔ
れ
拝
す
る
拝
風
や
奇
院
が

こ
ち
並
び
癸
采

し
た
。
の
ち
に

「
ギ
膚
イ
レ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
い
う
し
か
±
３
読
〃
Ｆ
。

枷

磐
ス

ん

円
県

）

や

圭
穐

孫
（
崚
阜

県
）
か
ら
毛
白
山
Λ
挙
ろ
務
行
＾

直
「
が
選
虜
レ
が
開
か
れ
た
。

自由

平
泉

寺

は
中

世
＾

一
人
崇
な
都
市
だ
っ
た

中

世
―

篠
倉

・
宝

町
峙

バ
霞

メ́）́
一́
バ
‐
´́
一
´́

．́
一，，一

Ｆ
，
４
一̈
■
・　
一一　
′^
　
・こ
　
こ

一　二
一．́
　́・ｒ　
一^）́　一ネ

´
一^

一́
・
´
．．一．
´

´
一

´

″
／ヽ́
´
一一〓一́
´́
二

・一́）

多
メ

背

４

■
，

一味
　
こ卜
ン́　　́
，に
イ
　
´

″
ず
，
ヽ
■
一
７
　
■

／́

し
こ́
０
．
４
■

イ

〓̈
（

一”
一
二
）
一　
二
一　
二
ヽ
´

一
・二
´́
・　
夕
　
　
一
　́
一〓

グ́
　
■
一　
　
、
ｆ
　
一ｒ〓
´

た
ら
議
島

〓
や
ろ

奇
は
南
朝
令
ら
寝

典
卓

が
議
島

ず
瞥

と
い
う
地
ん
が
あ
る
。）

議
島
の
■
は
多
く
＾
早
貢
が
ハ

ろ
平
泉
寺
い
財
政
基
盤
Ｆ
。
ニ

の
４
、
平
泉
奇
は
最
盛
翔
。
ネ主

橘
れ
弓
ん
れ
弓
貫

２

毛
ｏ
経
で

き

ろ

土
地
が

一
反
）

社ヽ
φ
上
回

＋

（

，社

三
十
六
堂

六
十
の
稽

璃
が
あ
り

層l
奇l一

[獣
,i[l

‐
平泉奇

国
√匡ョ
奎長,tオ

平泉脅

冷

ｔ十
Ｆ
平
泉

寺

は
准

兵
集

団
と

し
て
「
九
に
な
っ
て
‐ヽ
く
。

漁
平
合
職
の
４
、
延
層
脅
し

敵
対
し
て
い
た
平
ん
に
対
抗
■

ろ
た
め
漁
ん
と
す
活
。
し
い
し
、

平
泉

看

＾
長

予

（
平
泉
看
＾
卜
）
‘

・

編
饂
Ｔ性癖
韓̈

崚

い

１

一
曇

一年

シ

ぞ

義

仲

が

土

転
議
和
し
た
が
、
自
由
Ｆ
戦
諾

粁
顧
ち
し
て
い
た
義

仲
は
「
・ス

鵜
は
、
わ
し
い
力
ぞ
誘
っ
た
の
プ

は
な
い
レ
Ｖ
平
泉
看
Ｆ
議
島

（
凛
、

福
キ
中
１

き

い
幕

〓
寄
進
し

た
。
（
篠
Ｌ
頼
朝
鍛
タ
フ
壬
〓
看
Λ
フ
じ

南
北
朝
峙
バ
、
計
れ
桁
蘇
ら

北
朝

側
の
如
普
計

亀
＾
書
撃
皇
υ

が
平
泉
奇
Ｌ
「
働
勢

し
て
く
れ

町
極ふ障枷鵡赫い時鶴野』

轟
鋒
肇
飴摩
牌
¨

江
戸
時
″
　
一〓
二
看
衆
行
は
、

勧我
雌
を́
一魏
毎鶴

江
一Ｆ
上
野
＾
宣
永
看
´
福
田
衆

の
著
捏
う

の
夫
奇
，
Ｉ
褐
■
塾

主
札
平
ん
＾
繰
護

ι
実́
け
て
、

社
風
な
ど
と
再
遣

し
う
クヽ

神
仏
分
離

平
泉
寺
が
りヽ
白
山
神
社ヽ
〈

一
八
六

八
年

の
番

Ｌ

Ｔ
誕
令

で

平

泉

奇

〈
＾
ξ
堪

Ｆ

∵

て

バ

て

鍛

収

さ

れ

ｒ

言

ニ́

メ

の
九

称
〓
廃

止
。
色

Ｊ
Ｔ
〓

稚
、

拝
風
、
島

層
な

ら
，
´
告
山

榊
ネ
ル
と
し
ィ　
弓
　́
ク
た
。

玄

成
院

↑

夏
勇

ｒ

〓

・軍

一
世
院

主

・
多
重

〓
こ

■

）て

神
上冒
に
な
っ
た
。

た
百
二

二
巌

・一́撃
才・　
ク
　́
´ヽ
″ン
　́
一ヽ一
一γ
〓一．́
゛́
七一一
・́．（・一●

一
一一　
一．　
一
■

一ｒ　
一　
‘

ジ́

一二
´́
　ヽ
　
ｉ
一　
一　
一モ
●
イ　
告
一　
一‘三

ダ
″
く
ｆ

〓
　
ｒｉ

≦
〓
Ｉ
三

ι

Ｆ
な
り
　

〓ヽ

処

花
夕
社
Ｉ

崚

は
、

枷
プ

の
白

山

考
鮮

千

一
ι

な
っ
た
。

（
平
泉

各

＾
え
は
、

村
た

‘

二

一一
　

，^

す
。
．
自

由
平
泉

看

」

〓

　ヽ
〓

一
．■

・・ｆ

＾
平
泉

看
“
＾
よ
一味
で

′三、
ｆ

　

・ｉ
・１
ン

一乗谷

」

と
。

平
泉

こ
い
、
九

酢

一
元

。
（
新

田
塚

れ
て
い
ろ
。

た

と
豊
ｏ
か

一
価

一
素
Ｆ
誉
平
泉
奇
蝶
せ

猾

土
真
崇

宝
町
峙
ボ
篠
力
、

広
が
‐―
ら
地
で

一
価

が
饉
晨
民
Ｆ

一
素
が
起

ちヽ
た
。

Ｌ

囃

孵
蝕
誹

鷲

Ｌ

¨

て
大
野
〈
。
平
泉
看
は
精
勢
ｔ

臭
き
わ
め
て
、
億
長
に
取
‐―
バ

‐―
朝
倉

た
の
援
軍
署
請
Ｆ
涜
げ

ず
。
景
鎖
Ｆ
毛
東

切
ら
れ
包
ロ

さ
れ
た
生
不景
ｉ
色
一虫
ｏし
た
。

ハ
ι
ヽ
コ
´
´，

プヽ萱
っＦ
星
は
人
野
に
あ
る
。）

錦

許

“
一

ρ
マ
｝

℃

む

天

下

ｔ

と
っ
た

秀́

吉

は
、

平

泉

奇

ｔ

採
堪
時
す

る

プ
替
示
制

ｔ

出
し

仁
卜
。

_ ―/

il

平
烹

看
虜

ｔ十

跡

が

弓

の
再

委

義
埠
一・
二
千

●

た
町
期
が

た

年
篠
ユ
，
多
■
一れ
け
跡
Ｌ
晨
‐―
、

イ

静
．■

／́し
再
季

）、
禅
定
直

の

= =― 三‐ ´

ろ用欝

白山イ吉イ
"

日本古来のネ中直とィ●4,が ,λ合し、

慾とっ
^イ
盲イ
"^7//と
してイIF II直 されr‐

現象ο日本ttィЦながイスわるス前から

イムはイ瑕
^溶
(神 )てい衆生ι家矢)者して

、lるとする考えο

行牟:た ,t

,^)tて｀

泰茫が見た
自由
^ネ
申1また泰ηr‐

畢泉奪キーヮード◎

8月ぅ台I腑がネ中道の国寇実ィこ
=で
すめようと′868年 ti種令。ネ中ィ●習合

^奇
院

は奇号tえ上し、神な∧οまた、「えィЦ毀釈運乱Jがき]:1全国で1ィЦ襲、経
典なじが大量F廃キされた。

(自由平泉今は、′,74年 ^蝶
tで 7‐くさん

^史
料tキ、[、 ネ申ィ●分離でン4Z実この建物などち々 った。)

あ
^東
尋す力tま平泉奇l`あった7

東尋琳とlま平中B寺ボの終ゎ
`|、

平泉奇l‐ 、1たィ曽
^免
前。あ
^断

崖紀せから実き発と

された]VF由来する。
)東尋,お丼戸跡が

″ギろο

潟襲盤ヒ常厳バ千ス●11
■っ寄,たζ(中ft=産業1`Iil
克.鎖覇F追ゎれ
集li.軍夏矢逃れるB寺、
平泉奇ti寄 った。正イ本

がばれそうt`な ったB寺

^午
ξ
`二
1看 夕長そ

`グ
ゃ ヨヌ

(が F奥経:こョ(・あろ。

う辻琥ヨ乳考営:〔宿,自したとす|■ろο

平泉オ|ょ能面ィ午家の古そ夕昨

tiξ量|:]ザ言 ξ吉:〔lti 民
暑景
]

(面打師)ゎ 、゙1た。
`日

本六イ午
^●
YI)

近 スギ能 面イ午家 の 三家 は (が前出目

友・近ぅェキ関蒙・大野出目蒙 )

三たすちの弟子r‐ちがt台ネュ。
→誘山■ュし谷Brttv沐寸∩町,t叢

^rぉ
面さ

んよう」の面1ま平泉奇t`あったt^らぃ 1。

一
ハ
ロ

ィ
「
自

・

●

´
申
不

山t=tま剌hヽ降IIろοまたlよ、山その

毛
^=ネ
中として崇あるο立山ぅ`男のネ申

ti対して白.Llまなネ中て
い
ある。′Z日 ～

4日 (1はひときゎ白くネ中くし、lο

平泉寺自山ネ申ネ土

″畢F等

(参考資料)

・平泉奇tキ  B召Ⅲ痢鳥
・平泉看の、lゎれ こkttT饂
。自由日立公園旱格3θ周年:こ 金ヽ

自由・平泉奇 自然と歴史
・歴史掲画 白山平泉奇喘

平成30年 7月 発行

」ヽ    卜 =tlチ ョス

千泉奇キーヮード②

二ししをス山


